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名とした. 年齢は 25.1±3.3 歳, 身長は 172.8±7.0cm, 体重は 65.9±
8.5kg であった. 本研究は文京学院大学大学院倫理委員会で承認され, 被
験者に対して研究の目的と内容を十分に説明し計測を行った. 深呼吸時
における胸郭形状, 胸郭可動性, 呼吸機能を計測した. 3 次元画像解析装




診断用スパイロメータ (AS-507, ミナト医科学社) を用いた. それぞれの
値は予測式を用いて対標準値を計算した. 統計学的解析は安静呼気位に
おける上部および下部胸郭断面積比を左右で対応のある t検定を用いてそ
れぞれ比較した. 上部および下部胸郭断面積左右比 (右/左), 胸郭拡張率, 
呼吸機能との関係には, それぞれ Pearson の積率相関係数を用い検討し









郭拡張率が増大している例で%VC, %FEV1.0, %IC, %ERV が増加する正
の相関関係を示した. 安静呼気位における上部胸郭断面積左右比が増大
している例で%VC, %FEV1.0, %IC が増加する正の相関関係を示した. ま








た, 胸郭可動性, 呼吸機能との関係において, 胸郭形状における左右非対
称性の程度は呼吸時の機能的な活動に影響を及ぼすことが考えられ, 胸
郭可動性や呼吸機能に反映したものと考える.  
